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(57)【要約】
　上りリンク電力制御方法が記載される。ユーザ装置（
ＵＥ）電力クラスを決定することができる。上りリンク
多元接続方式もまた決定することができる。上記決定し
た上りリンク多元接続方式および上記ＵＥ電力クラスに
従って、上記ＵＥに対し最大送信電力を更に決定するこ
とができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ装置（ＵＥ）電力クラスを決定する工程と、
　上りリンク多元接続方式を決定する工程と、
　上記決定した上りリンク多元接続方式および上記ＵＥ電力クラスに従って、上記ＵＥの
ための最大送信電力を決定する工程と、
を含む上りリンク電力制御方法。
【請求項２】
　上記決定された上りリンク多元接続方式に従って、上りリンク最大送信電力制限ファク
ターの値を決定する工程を更に含み、
　上記上りリンク最大送信電力制限ファクターは、上記ＵＥのための上記最大送信電力を
制限するために上記ＵＥにより使用される上りリンク多元接続方式の従属値であることを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　上記ＵＥのための上記最大送信電力は、上記ＵＥ電力クラスおよび上記上りリンク最大
送信電力制限ファクターの関数であることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　上記ＵＥのための上記最大送信電力は、上記ＵＥ電力クラスと上記上りリンク最大送信
電力制限ファクターと上記ＵＥの各電力増幅器のための電力増幅（ＰＡ）容量との関数で
あることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　上記最大送信電力を用いて上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）の送信電力を決定す
る工程を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　上記ＰＵＳＣＨの上記決定された送信電力を用いて、上記選択された上りリンク多元接
続方式に従って上りリンク信号を伝送する工程を更に含むことを特徴とする請求項５に記
載の方法。
【請求項７】
　上記上りリンク多元接続方式は、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ）と、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）と、Ｎ回（Ｎは自然数）シングルキャリ
ア周波数分割多元接続（ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ）と、クラスタ化シングルキャリア周波数分
割多元接続（クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ）とで構成されるグループから選ばれることを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信する工程と、
　上記ＤＣＩのフォーマットをデコードする工程と、を更に含み、
　上記上りリンク多元接続方式は、上記ＤＣＩの上記フォーマットに従って決定されるこ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　上記ＤＣＩの上記フォーマットをデコードする工程は、上記ＤＣＩフォーマットが連続
したリソース・ブロック（ＲＢ）割り当てのみを許可するＲＢ割り当てフォーマットを含
むかどうかを決定する工程を含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　上記ＤＣＩの上記フォーマットをデコードする工程は、上記ＤＣＩフォーマットが不連
続のリソース・ブロック（ＲＢ）割り当てを含むかどうかを決定する工程を含むことを特
徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　上記ＤＣＩの上記フォーマットをデコードする工程は、上記ＤＣＩフォーマットがプリ
コーディングマトリックス情報（ＰＭＩ）を含むかどうかを決定する工程を更に含むこと
を特徴とする請求項９に記載の方法。
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【請求項１２】
　上記ＵＥは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムにおけるオペレーションの
ために構成され、
　上記上りリンク多元接続方式は、上記ＤＣＩフォーマットがプリコーディングマトリッ
クス情報（ＰＭＩ）および／または不連続のリソース・ブロック（ＲＢ）割り当てフォー
マットを含む場合、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）またはクラスタ化シングルキ
ャリア周波数分割多元接続（クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ）またはＮ回（Ｎは自然数）シン
グルキャリア周波数分割多元接続（ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ）であり、
　上記上りリンク多元接続方式は、上記ＤＣＩフォーマットがＰＭＩまたは不連続のＲＢ
割り当てフォーマットを含まない場合、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ）であることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　上記ＵＥは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムにおけるオペレーションの
ために構成され、
　上記上りリンク多元接続方式は、上記ＤＣＩフォーマットが不連続のリソース・ブロッ
ク（ＲＢ）割り当てを含む場合、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）またはクラスタ
化シングルキャリア周波数分割多元接続（クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ）またはＮ回（Ｎは
自然数）シングルキャリア周波数分割多元接続（ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ）であり、
　上記上りリンク多元接続方式は、上記ＤＣＩフォーマットが連続したＲＢ割り当てを含
む場合、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）であることを特徴とす
る請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　上記上りリンク多元接続方式を決定する工程は、上記ＤＣＩフォーマットを上りリンク
データ伝送テーブルと比較する工程を含むことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　上記方法は、Ｌ１／Ｌ２信号伝達を用いてＵＥによって実行されることを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　ｅＮｏｄｅＢに電力増幅（ＰＡ）容量を送信する工程を更に含み、
　上記ＰＡ容量は、上記ＵＥの全送信電力を定義する各ＵＥのための内部パラメータであ
ることを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１７】
　上記上りリンク最大送信電力制限ファクターの上記値は、クラスタ化シングルキャリア
周波数分割多元接続（クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ）の場合は１．６、Ｎ回（Ｎは自然数）
シングルキャリア周波数分割多元接続（ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ）の場合は２．０、直交周波
数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）の場合は２．４、シングルキャリア周波数分割多元接続（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）の場合は０であることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１８】
　上記上りリンク最大送信電力制限ファクターの上記値は、４ｄＢ未満であることを特徴
とする請求項２に記載の方法。
【請求項１９】
　ユーザ装置（ＵＥ）電力クラスを決定する第１決定ユニットと、
　上りリンク多元接続方式を決定する第２決定ユニットと、
　上記決定した上りリンク多元接続方式および上記ＵＥ電力クラスに従って、上記ＵＥの
ための最大送信電力を決定する第３決定ユニットと、
を備えている上りリンク電力制御のために構成されるユーザ装置（ＵＥ）。
【請求項２０】
　上記命令は、上記ＵＥのための電力増幅（ＰＡ）容量を基地局に報告するために更に実
行可能であり、
　上記ＰＡ容量は、上記ＵＥの全送信電力を定義する各ＵＥのための内部パラメータであ
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ることを特徴とする請求項１９に記載のユーザ装置。
【請求項２１】
　ユーザ装置（ＵＥ）の位置を決定する第１決定ユニットと、
　上記ＵＥ電力クラスを決定する第２決定ユニットと、
　上記ＵＥにより使用される上りリンク多元接続方式を決定する第３決定ユニットと、
　下りリンク制御情報（ＤＣＩ）のためのフォーマットを選択する選択ユニットと、
　上記ＵＥに上記ＤＣＩを伝送する伝送ユニットと、を備え、
　上記ＤＣＩの上記フォーマットは、上記上りリンク多元接続方式および上記ＵＥ電力ク
ラスに対応することを特徴とする無線通信システムにおける上りリンク電力制御のために
構成される基地局。
【請求項２２】
　上記基地局は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムにおけるオペレーション
のために構成されることを特徴とする請求項２１に記載の基地局。
【請求項２３】
　上記ＤＣＩの上記フォーマットは、上記ＵＥの伝送モードに基づいて選択されることを
特徴とする請求項２１に記載の基地局。
【請求項２４】
　上記ＤＣＩの上記フォーマットは、上記ＵＥの上記位置に基づいて選択されることを特
徴とする請求項２１に記載の基地局。
【請求項２５】
　ユーザ装置（ＵＥ）電力クラスを決定する工程と、
　上りリンク多元接続方式を決定する工程と、
　上記決定した上りリンク多元接続方式および上記ＵＥ電力クラスに従って、上記ＵＥの
ための最大送信電力を決定する工程と、
を実行する命令を含むコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項２６】
　下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信する工程と、
　上記ＤＣＩフォーマットにおけるリソース・ブロック（ＲＢ）のチャンク数を決定する
工程と、
　上記ＲＢの上記チャンク数に従って上りリンク最大送信電力制限ファクターの値を決定
する工程と、
　上りリンク多元接続方式を決定する工程と、
　上記決定した上りリンク多元接続方式および上記上りリンク最大送信電力制限ファクタ
ーに従って、ユーザ装置（ＵＥ）のための最大送信電力を決定する工程と、を含み、
　上記上りリンク最大送信電力制限ファクターは、上記ＵＥのための上記最大送信電力を
制限するために上記ＵＥにより用いられる上りリンク多元接続方式の従属値であることを
特徴とする上りリンク電力制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、通信および無線通信システムに関する。より具体的には、本発明は
、上りリンク電力制御のためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信装置は、消費者のニーズに応じかつ携帯性と利便性の向上のため、より小さく
よりパワフルになってきている。消費者は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ノート
型パソコン、などと言った無線通信装置に依存するようになってきている。消費者は、信
頼できるサービス、適用範囲の拡大、機能性の増加を期待している。
【０００３】
　無線通信装置は、ユーザ装置、モバイル局、加入者局、アクセス端末、リモート局、ユ
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ーザ端末、端末、加入者ユニット等と表されることができる。本明細書中では用語「ユー
ザ装置」（ＵＥ）を用いる。
【０００４】
　無線通信システムは、セルの数の分、通信を提供でき、各セルは、ｅＮｏｄｅＢにより
受け持たれうる。ｅＮｏｄｅＢは、ＵＥと通信する固定局であってもよい。あるいは、ｅ
ＮｏｄｅＢは、基地局、アクセスポイント、または他の用語で呼ばれてもよい。本明細書
中では用語「ｅＮｏｄｅＢ」を用いる。
【０００５】
　ＵＥは、一以上のｅＮｏｄｅＢと上りリンクおよび下りリンクの伝送を経て通信するこ
とができる。上りリンク（またはリバースリンク）は、ＵＥからｅＮｏｄｅＢへの通信リ
ンクを表し、下りリンク（またはフォワードリンク）は、ｅＮｏｄｅＢからＵＥへの通信
リンクを表す。無線通信システムは、多数のＵＥの通信を同時にサポートできる。
【０００６】
　無線通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅および送信電力）
を共有することにより多数のユーザとの通信をサポート可能な多元接続システムであって
もよい。そのような多元接続システムの例として、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システ
ム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、
シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、クラスタ化ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ（Clustered SC-FDMA）、ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ（自然数Ｎ回シングルキャリア周波
数分割多元接続）、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、が挙げられ
る。
【０００７】
　第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ：3rd Generation Partnership Pro
ject）は、第３世代システムにおける世界的に適用可能な技術仕様および技術文書を定め
ることを目的とする連携協定である。３ＧＰＰ　ＬＴＥ（Long Term Evolution）は、将
来の要求に対応するために、ＵＭＴＳ（Universal Mobile Telecommunications system）
の携帯電話または携帯デバイスの標準規格を改良するプロジェクトに与えられている名称
である。３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準規格を強化した
ものである。３ＧＰＰは、次世代の携帯ネットワーク、携帯システムおよび携帯デバイス
の仕様を定めることもできる。その一面として、ＵＭＴＳは、進化型ユニバーサル地上無
線通信アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved Universal Terrestrial Radio Access）および
進化型ユニバーサル地上無線通信アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evolved Univ
ersal Terrestrial Radio Access Network）のサポート仕様を規定するように変更されて
いる。
【発明の概要】
【０００８】
　本発明の第１の側面によれば、上りリンク電力制御方法が提供されている。その方法は
、ユーザ装置（ＵＥ）電力クラスを決定する工程と、上りリンク多元接続方式を決定する
工程と、上記決定した上りリンク多元接続方式および上記ＵＥ電力クラスに従って、上記
ＵＥのための最大送信電力を決定する工程と、を含む。
【０００９】
　本発明の第２の側面によれば、上りリンク電力制御のために構成されるユーザ装置（Ｕ
Ｅ）が提供されている。そのＵＥは、ＵＥ電力クラスを決定する第１決定ユニットと、上
りリンク多元接続方式を決定する第２決定ユニットと、上記決定した上りリンク多元接続
方式および上記ＵＥ電力クラスに従って、上記ＵＥのための最大送信電力を決定する第３
決定ユニットと、を備えている。
【００１０】
　本発明の第３の側面によれば、無線通信システムにおける上りリンク電力制御のために
構成される基地局が提供されている。その基地局は、ユーザ装置（ＵＥ）の位置を決定す
る第１決定ユニットと、上記ＵＥ電力クラスを決定する第２決定ユニットと、上記ＵＥに
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より使用される上りリンク多元接続方式を決定する第３決定ユニットと、下りリンク制御
情報（ＤＣＩ）のためのフォーマットを選択する選択ユニットと、上記ＵＥに上記ＤＣＩ
を伝送する伝送ユニットと、を備え、上記ＤＣＩの上記フォーマットは、上記上りリンク
多元接続方式および上記ＵＥ電力クラスに対応する。
【００１１】
　本発明の第４の側面によれば、コンピュータ読み取り可能な記録媒体が提供されている
。その記録媒体は、ユーザ装置（ＵＥ）電力クラスを決定する工程と、上りリンク多元接
続方式を決定する工程と、上記決定した上りリンク多元接続方式および上記ＵＥ電力クラ
スに従って、上記ＵＥのための最大送信電力を決定する工程と、に対する実行可能命令を
含む。
【００１２】
　本発明の第５の側面によれば、上りリンク電力制御方法が提供されている。その方法は
、下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信する工程と、上記ＤＣＩフォーマットにおけるリ
ソース・ブロック（ＲＢ）のチャンク数を決定する工程と、上記ＲＢの上記チャンク数に
従って上りリンク最大送信電力制限ファクターの値を決定する工程と、上りリンク多元接
続方式を決定する工程と、上記決定した上りリンク多元接続方式および上記上りリンク最
大送信電力制限ファクターに従って、ＵＥのための最大送信電力を決定する工程と、を含
み、上記上りリンク最大送信電力制限ファクターは、上記ＵＥのための上記最大送信電力
を制限するために上記ＵＥにより用いられる上りリンク多元接続方式の従属値である。
【００１３】
　上記および本発明の他の目的、特徴、および利点は、以下に続く本発明の詳細な記載を
添付の図と併せて考慮することでより簡単に理解されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本システムおよび本方法を実施することが可能な無線通信システムを示す図であ
る。
【図２】本システムおよび本方法を実施することが可能な無線通信システムを示す図であ
る。
【図３】本システムおよび本方法を実施するために利用できる様々な構成要素を示す図で
ある。
【図４】ＬＴＥ－Ａにおける上りリンク電力制御の方法を示すフロー図である。
【図５】ＬＴＥ－Ａにおける上りリンク電力制御のより詳細な方法を示すフロー図である
。
【図６Ａ】ＬＴＥ－Ａにおける上りリンク電力制御の他の方法を示すフロー図である。
【図６Ｂ】ＲＢのチャンク数を用いたＬＴＥ－Ａにおける上りリンク電力制御の他の方法
を示すフロー図である。
【図７】ＬＴＥ－Ａにおける上りリンク電力制御の他の方法を示すフロー図である。
【図８】ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュールで用いられうる変数およびパラメータを示す
ブロック図である。
【図９】ｅＮｏｄｅＢとＵＥとの間のＬ１／Ｌ２信号伝達を示す図である。
【図１０】ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｖｅｄにおける上りリンク電力制御の例を示す図である。
【図１１】ＰＡバックオフがＳＣ－ＦＤＭＡおよび他の上りリンク多元接続方式の両者に
対して充分であるＬＴＥ－Ａｄｖａｎｖｅｄにおける上りリンク電力制御の例を示す図で
ある。
【図１２Ａ】ＤＣＩのフォーマット１Ａ’およびフォーマット１Ｂ’における割り当て等
の連続したＲＢ割り当て、および、ＤＣＩのフォーマット１’およびフォーマット２’に
おける割り当て等の不連続のＲＢ割り当ての例を示す図である。
【図１２Ｂ】様々なチャンク数を有するＲＢ割り当てのいくつかの例を示す図である。
【図１３】記載されているシステムおよび方法の一形態に係る無線装置のブロック図であ
る。
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【発明を実施するための形態】
【００１５】
　上りリンク電力制御方法が開示されている。ユーザ装置（ＵＥ）電力クラスが決定され
る。上りリンク多元接続方式が決定される。上記決定された上りリンク多元接続方式およ
び上記ＵＥ電力クラスに従って、上記ＵＥのための最大送信電力が決定される。
【００１６】
　上記決定された上りリンク多元接続方式に従って、上りリンク最大送信電力制限ファク
ターの値が決定されてもよい。上記上りリンク最大送信電力制限ファクターは、上記ＵＥ
のための上記最大送信電力を制限するために上記ＵＥにより使用される上りリンク多元接
続方式の従属値であってもよい。
【００１７】
　上記ＵＥのための上記最大送信電力は、上記ＵＥ電力クラスおよび上記上りリンク最大
送信電力制限ファクターの関数であってもよい。上記ＵＥのための上記最大送信電力は、
上記ＵＥ電力クラスと上記上りリンク最大送信電力制限ファクターと上記ＵＥの各電力増
幅器のための電力増幅（ＰＡ）容量との関数であってもよい。
【００１８】
　上記最大送信電力を用いて上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）の送信電力を決定し
てもよい。上記ＰＵＳＣＨの上記決定した送信電力を用いて、上記選択された上りリンク
多元接続方式に従って上りリンク信号を伝送してもよい。
【００１９】
　上記上りリンク多元接続方式は、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ）であってもよい。更に、上記上りリンク多元接続方式は、直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭＡ）であってもよい。更には、上記上りリンク多元接続方式は、Ｎ回（Ｎは自然
数）シングルキャリア周波数分割多元接続（ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ）またはクラスタ化シン
グルキャリア周波数分割多元接続（クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ）であってもよい。
【００２０】
　下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信してもよい。上記ＤＣＩのフォーマットをデコー
ドしてもよい。上記上りリンク多元接続方式は、上記ＤＣＩの上記フォーマットに従って
決定されてもよい。上記ＤＣＩの上記フォーマットをデコードする工程は、上記ＤＣＩフ
ォーマットが連続したリソース・ブロック（ＲＢ）割り当てのみを許可するＲＢ割り当て
フォーマットを含むかどうかを決定する工程、または、上記ＤＣＩフォーマットが不連続
のリソース・ブロック（ＲＢ）割り当てを含むかどうかを決定する工程、または、上記Ｄ
ＣＩフォーマットがプリコーディングマトリックス情報（ＰＭＩ）を含むかどうかを決定
する工程、を含んでもよい。
【００２１】
　上記ＵＥは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムにおけるオペレーションの
ために構成されてもよい。上記上りリンク多元接続方式は、上記ＤＣＩフォーマットがプ
リコーディングマトリックス情報（ＰＭＩ）および／または不連続のリソース・ブロック
（ＲＢ）割り当てフォーマットを含む場合、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）また
はクラスタ化シングルキャリア周波数分割多元接続（クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ）または
Ｎ回（Ｎは自然数）シングルキャリア周波数分割多元接続（ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ）であっ
てもよい。上記上りリンク多元接続方式は、上記ＤＣＩフォーマットがＰＭＩまたは不連
続のＲＢ割り当てフォーマットを含まない場合、シングルキャリア周波数分割多元接続（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）であってもよい。
【００２２】
　上記ＵＥは、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄシステムにおけるオペレーションの
ために構成されてもよい。上記上りリンク多元接続方式は、上記ＤＣＩフォーマットが不
連続のリソース・ブロック（ＲＢ）割り当てを含む場合、直交周波数分割多元接続（ＯＦ
ＤＭＡ）またはクラスタ化シングルキャリア周波数分割多元接続（クラスタ化ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ）またはＮ回（Ｎは自然数）シングルキャリア周波数分割多元接続（ＮｘＳＣ－ＦＤ
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ＭＡ）であってもよい。上記上りリンク多元接続方式は、上記ＤＣＩフォーマットが連続
したＲＢ割り当てを含む場合、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）
であってもよい。
【００２３】
　上記上りリンク多元接続方式を決定する工程は、上記ＤＣＩフォーマットを上りリンク
データ伝送表と比較する工程を含んでもよい。
【００２４】
　上記方法は、Ｌ１／Ｌ２信号伝達を用いてＵＥによって実行されてもよい。
【００２５】
　ｅＮｏｄｅＢに電力増幅（ＰＡ）容量を送信してもよい。上記ＰＡ容量は、上記ＵＥの
全送信電力を定義する各ＵＥのための内部パラメータであってもよい。
【００２６】
　上記上りリンク最大送信電力制限ファクターの上記値は、クラスタ化シングルキャリア
周波数分割多元接続（クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ）の場合は１．６であってもよい。上記
上りリンク最大送信電力制限ファクターの上記値は、Ｎ回（Ｎは自然数）シングルキャリ
ア周波数分割多元接続（ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ）の場合は２．０であってもよい。直交周波
数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）の場合、上記上りリンク最大送信電力制限ファクターの上
記値は、２．４であってもよい。上記上りリンク最大送信電力制限ファクターの上記値は
、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）の場合は０であってもよい。
上記上りリンク最大送信電力制限ファクターの上記値は、４ｄＢ未満であってもよい。
【００２７】
　上りリンク電力制御のために構成されるユーザ装置（ＵＥ）が開示されている。上記ユ
ーザ装置は、プロセッサと、上記プロセッサとの間で無線通信を行うメモリと、を備えて
いる。実行可能命令が上記メモリに格納されている。上記ＵＥ電力クラスが決定される。
上りリンク多元接続方式が決定される。上記決定された上りリンク多元接続方式および上
記ＵＥ電力クラスに従って、上記ＵＥのための最大送信電力が決定される。
【００２８】
　無線通信システムにおける上りリンク電力制御のために構成される基地局が開示されて
いる。上記基地局は、プロセッサと、上記プロセッサとの間で通信を行うメモリと、を備
えている。実行可能命令が上記メモリに格納されている。ユーザ装置（ＵＥ）の位置が決
定される。上記ＵＥ電力クラスが決定される。上記ＵＥにより使用されるために上りリン
ク多元接続方式が決定される。下りリンク制御情報（ＤＣＩ）のためのフォーマットが選
択される。上記ＤＣＩの上記フォーマットは、上記上りリンク多元接続方式および上記Ｕ
Ｅ電力クラスに対応する。上記ＵＥに上記ＤＣＩが伝送される。
【００２９】
　実行可能命令を含むコンピュータ読み取り可能な記録媒体が開示されている。ユーザ装
置（ＵＥ）電力クラスが決定される。上りリンク多元接続方式が決定される。上記決定さ
れた上りリンク多元接続方式および上記ＵＥ電力クラスに従って、上記ＵＥのための最大
送信電力が決定される。
【００３０】
　上りリンク電力制御方法が開示されている。下りリンク制御情報（ＤＣＩ）が受信され
る。上記ＤＣＩフォーマットにおけるリソース・ブロック（ＲＢ）のチャンク数が決定さ
れる。上記ＲＢの上記チャンク数に従って上りリンク最大送信電力制限ファクターの値が
決定される。上記上りリンク最大送信電力制限ファクターは、ユーザ装置（ＵＥ）のため
の最大送信電力を制限するために上記ＵＥにより用いられる上りリンク多元接続方式の従
属値である。上りリンク多元接続方式が決定される。上記決定された上りリンク多元接続
方式および上記上りリンク最大送信電力制限ファクターに従って、上記ＵＥのための上記
最大送信電力が決定される。
【００３１】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムのための上りリンク伝送方式は、ＳＣ－ＦＤＭＡに基づく。
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３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄにおいて、ＯＦＤＭＡは、ＳＣ－ＦＤＭＡに加えて
上りリンク伝送方式として加えられることができる。ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡおよびクラスタ
化ＳＣ－ＦＤＭＡもまた、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄにおける追加の上りリンク伝送方式
として加えられうる。
【００３２】
　ＯＦＤＭＡシステムにおいて、各ユーザ情報を多数のキャリア（サブキャリアと呼ばれ
る）上で伝送することにより、スペクトルは複数のユーザ間で分割される。伝送されるた
めのデータストリームは、多数の低レートデータストリームに分けられ、そして、これら
のサブキャリアの各々は、低レートデータストリームの一つにより独立して変調される。
【００３３】
　直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）では、異なる直交周波数を用いて利用可能な帯
域幅上で多数のユーザによるスペクトルへのアクセスが、情報を互いに直交させて伝送す
る。ＯＦＤＭＡ伝送を採用しているシステムは、伝送前にＩＦＦＴ（高速逆フーリエ変換
）を経由してデータ変調信号を送信する。各ユーザは、特定の時間周波数リソースを割り
当てられうる。ユーザデータ伝送のための特定の時間周波数リソース割り当ては、共有チ
ャネルを経由してもよい。つまり、各伝送時間間隔のための新たなスケジューリングの決
定は、伝送時間間隔の間にどのユーザがどの時間周波数リソースに割り当てられるかに関
して成されうる。無線フレームは時間の基本単位であり、その中で複数の送信および受信
が発生しうる。無線フレームは、ある数の同サイズのスロットに分割されうる。サブフレ
ームは、二つの連続したスロットから成りうる。ＯＦＤＭＡシステムは、高いピーク電力
対平均電力比（ＰＡＰＲ）を有することができる。
【００３４】
　シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を採用している通信システム
でも、異なる直交周波数を用いることによって利用可能な帯域幅上で、多数のユーザのア
クセスが情報を伝送できる。しかしながら、ＯＦＤＭＡとは異なり、ＳＣ－ＦＤＭＡを採
用している通信システムでの伝送は、ＩＦＦＴの前にＤＦＴ（離散フーリエ変換）を経由
し信号を送るステップを含む。これにより、ＰＡＰＲは減少するが、複雑さは増す。ＳＣ
－ＦＤＭＡはまた、受信機において更に複雑さが要求される。
【００３５】
　クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＳＣ－ＦＤＭＡにとても類似している。ＳＣ－ＦＤＭＡ
において、ＤＦＴ出力は伝送スペクトルが連続するような方法でＩＦＦＴ上にマッピング
される。他方で、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡでは、ＤＦＴ出力はいくつかのクラスタに分
割され、そしてＩＦＦＴ入力にマッピングされる。これらのクラスタの間隔は、ゼロ入力
で満たされる。言い換えると、これらのクラスタの間隔が空く。クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭ
Ａは、このメカニズムによって不連続の周波数割り当てをサポートする。
【００３６】
　ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡもまた、ＳＣ－ＦＤＭＡに類似している。不連続の周波数割り当て
を完成するために、多数のＤＦＴがＮｘＳＣ－ＦＤＭＡで使われる。これらの出力は、Ｉ
ＦＦＴにマッピングされる。ＩＦＦＴの出力は、多数のシングルキャリア信号になる。
【００３７】
　いくつかの異なるチャネルが３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムのために定義されている。下り
リンク上の伝送のために、ユーザデータは下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）で運ば
れる。個々のＵＥにスケジューリング決定を運ぶために、下りリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）上の下りリンク制御信号伝達が用いられる。ＰＤＣＣＨは、サブフレームの初め
の三つのＯＦＤＭＡシンボル内に位置する。
【００３８】
　共有データチャネルのための変調および符号化は、固定しておらず、無線リンク品質に
従って適合する。ＵＥは通常、チャネル品質（ＣＱＩ：Channel quality indicator）情
報をｅＮｏｄｅＢへ報告する。
【００３９】
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　上りリンクでの伝送のために、ユーザデータは上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）
で運ばれる。上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）は、上りリンク制御情報、例えば下
りリンクで受信したデータパケットに関するＣＱＩレポートおよびＡＣＫ／ＮＡＣＫ情報
、を運ぶ。ＵＥがＰＵＳＣＨ上で伝送するデータを持っていない場合、ＵＥはＰＵＣＣＨ
を使う。ＵＥがＰＵＳＣＨ上で伝送するデータを持っている場合、ＵＥはＰＵＳＣＨ上で
制御情報とデータとを多重化する。
【００４０】
　データはリソース・ブロック（ＲＢ）を単位としてＵＥに割り当てられる。リソース・
ブロックは、ある物理チャネルのリソース要素へマッピングを描くのに用いられる。物理
リソース・ブロックは、時間ドメインにおけるある数の連続したＯＦＤＭＡシンボルとし
て、および、周波数ドメインにおけるある数の連続したサブキャリアとして定義される。
【００４１】
　図１は無線通信システム１００を示し、その中で本システムおよび本方法が実施できる
。無線通信システム１００において、伝送信号は、モバイル局から基地局へ、および、基
地局からモバイル局へと送ることができる。モバイル局から基地局への通信は、上りリン
ク通信１０６と呼ばれる。同様に、基地局からモバイル局への通信は、下りリンク通信１
０８と呼ばれる。
【００４２】
　本システムおよび本方法は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄに関連して本明細書
に記載される。しかしながら、本システムおよび本方法は、他の通信システム、例えばＩ
ＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）システム、および、ユーザのスケジューリングが可
能な他のシステムに対して利用可能である。
【００４３】
　基地局は進化したｅＮｏｄｅＢ（ｅＮｏｄｅＢ）１０２と呼ばれる。モバイル局はユー
ザ装置（ＵＥ）１０４と呼ばれる。ｅＮｏｄｅＢ１０２は、一以上のＵＥ１０４（ユーザ
装置、通信装置、加入者ユニット、アクセス端末、端末、等と表されてもよい）と無線通
信できる。ｅＮｏｄｅＢ１０２は、セルへ送信しかつセルからデータ受信するのに適合し
たユニットであってもよい。図示されていないが、図１に示した無線通信システム１００
は、複数のｅＮｏｄｅＢ１０２および３個より多いＵＥ１０４を含んでもよい。
【００４４】
　一例において、ｅＮｏｄｅＢ１０２は、ｅＮｏｄｅＢ１０２近くの特定の地理的エリア
（セルと呼ばれる）をカバーして、無線インターフェースを介して通信を処理する。セク
タリングによって、一以上のセルはｅＮｏｄｅＢ１０２によって受け持たれ、従って、ｅ
ＮｏｄｅＢ１０２は、ＵＥ１０４が位置する場所に依存して一以上のＵＥ１０４をサポー
トできる。一構成において、ｅＮｏｄｅＢ１０２は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅ
ｄ無線インターフェースを提供し、そして無線通信システム１００のための無線リソース
管理を行う。
【００４５】
　上記のように、ｅＮｏｄｅＢ１０２は、一以上のＵＥ１０４との間で無線通信を行うこ
とができる。第１のＵＥ１０４ａ、第２のＵＥ１０４ｂ、および、第３のＵＥ１０４ｃが
図１に示される。ｅＮｏｄｅＢ１０２は、無線周波数（ＲＦ）通信チャネルを用いてＵＥ
１０４へデータを伝送し、ＵＥ１０４からデータを受信できる。
【００４６】
　ＵＥ１０４から伝送される信号は、データのリクエストを含んでもよい。ｅＮｏｄｅＢ
１０２から伝送される信号は、ダウンロードしたインターネットデータのような特定のＵ
Ｅ１０４によってリクエストされたデータであってもよい。あるいは、ｅＮｏｄｅＢ１０
２およびＵＥ１０４から伝送される信号は、無線通信システム１００を維持するためのデ
ータを含んでもよい。例えば、ｅＮｏｄｅＢ１０２はチャネル推定をリクエストしてＵＥ
１０４へ参照信号を伝送し、そして、ＵＥ１０４はチャネル推定値をｅＮｏｄｅＢ１０２
へ戻してもよい。ありうる参照信号の例は、既知の振幅および周波数を持つトーン信号で
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あるパイロットまたはビーコンを含む。もう一つの例は、既存のＬＴＥシステムで使われ
る参照信号であってもよく、チャネルを推定するために使われる（送信機および受信機に
より）既知の一連のシンボルである。参照信号の更なる例は、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２
１１（２００８-０３）で記載されているようなＺａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列であってもよ
い。
【００４７】
　ｅＮｏｄｅＢ１０２はまた、ＵＥ１０４へ制御情報を伝送してもよい。制御情報は、上
りリンク多元接続方式のための命令を含んでもよく、ＵＥ１０４によって用いられる。例
えば、ｅＮｏｄｅＢ１０２はＵＥ１０４へ制御情報を伝送してもよい。それにより、ＯＦ
ＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ、またはＮｘＳＣ－ＦＤＭＡを用い
て上りリンク情報を伝送するようにＵＥ１０４に命令する。
【００４８】
　ｅＮｏｄｅＢ１０２でのスケジューラは、ＵＥ１０４の変調・符号化方式のようなサー
ビスパラメータを、供給される前に決定できる。スケジューラは、各通信チャネルへ一以
上のＵＥ１０４を割り当てることができる。このタスクを実施するために、ｅＮｏｄｅＢ
１０２は、周波数帯域の少なくとも一部を覆う全ＵＥ１０４のチャネル品質情報を使うこ
とができる。
【００４９】
　図２は無線通信システム２００を示し、その中で本システムおよび本方法が実施される
ことができる。無線通信システム２００は、ｅＮｏｄｅＢ２０２を含むことができる。ｅ
ＮｏｄｅＢ２０２は、第１のＵＥ２０４ａ、および、第２のＵＥ２０４ｂとの間で無線通
信を行うことができる。ｅＮｏｄｅＢ２０２は、下りリンク伝送２０８ａによって第１の
ＵＥ２０４ａへ情報を送信でき、そして、上りリンク伝送２０６ａによって第１のＵＥ２
０４ａから情報を受信できる。同様に、ｅＮｏｄｅＢ２０２は、下りリンク伝送２０８ｂ
によって第２のＵＥ２０４ｂへ情報を送信でき、そして、上りリンク伝送２０６ｂによっ
て第２のＵＥ２０４ｂから情報を受信できる。
【００５０】
　ｅＮｏｄｅＢ２０２は、一以上の地理的エリア（ＧＡ）によって囲まれていてもよい。
図２では、ｅＮｏｄｅＢ２０２は、二つの地理的エリア、ＧＡ１　２１０およびＧＡ２　
２１２によって囲まれている。地理的エリアは、ｅＮｏｄｅＢ２０２からの相対的な距離
内のエリアを定義してもよい。例えば、ＧＡ１　２１０は、ｅＮｏｄｅＢ２０２のある半
径内の全てのエリアを含むことができる。同様に、ＧＡ２　２１２は、ｅＮｏｄｅＢ２０
２のある半径内であり、ＧＡ１　２１０を含まない全てのエリアを含むことができる。あ
るいは、ＧＡ２　２１２は、ＧＡ１　２１０を含まない全てのエリアを含んでもよい。あ
るいは、地理的エリアは、一定の半径でなくてもよく、その代わりに、受信した上りリン
クまたは下りリンクの一定の信号対干渉・雑音比（ＳＩＮＲ：signal to interference p
lus noise ratio）の輪郭線により定義されてもよい。
【００５１】
　ｅＮｏｄｅＢ２０２は、ＵＥ２０４の位置に基づいた特定のＵＥ２０４のためのスケジ
ューリング決定を行うことができる。例えば、ＧＡ１　２１０内のＵＥ２０４ａは、ＧＡ
１　２１２内のＵＥ２０４ｂとは異なったスケジューリングパラメータを受信できる。ｅ
ＮｏｄｅＢ２０２は、ＵＥ２０４から受信したチャネル品質情報に基づいた特定のＵＥ２
０４の位置を決定できる。
【００５２】
　図２において、ＵＥ１　２０４ａは、ＧＡ１　２１０内で作動しているように表され、
そしてＵＥ２　２０４ｂは、ＧＡ２　２１２内で作動しているように表されている。ｅＮ
ｏｄｅＢ２０２は、ＵＥ１　２０４ａおよびＵＥ２　２０４ｂに、ｅＮｏｄｅＢ２０２に
上りリンク伝送２０６を送るよう命令できる。ＵＥ１　２０４ａの上りリンク伝送２０６
ａは、ＵＥ２　２０４ｂの上りリンク伝送２０６ｂとは異なった多元接続方式を用いても
よい。例えば、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄにおいて、ＵＥ２０４は、ＳＣ－ＦＤＭＡ、Ｏ
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ＦＤＭＡ、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ、および、ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡを、上りリンク多元
接続方式として用いることができる。ＯＦＤＭＡ、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ、および、
ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡは、ＳＣ－ＦＤＭＡの代わりの多元接続方式として用いることができ
る。
【００５３】
　ＯＦＤＭＡ多元接続方式を使うことによって、通信システム２００は、受信するＭＩＭ
Ｏのために進歩した受信機を導入してもよい。ＭＩＭＯ通信が使われる場合、ＯＦＤＭＡ
は、受信機の複雑さを軽減する利点を有しうる。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＰＡＰＲおよび／ま
たはキュービックメトリック（ＣＭ：cubic metric）を減らす利点を有しうる。従って、
上りリンク伝送２０６ａをｅＮｏｄｅＢ２０２に送る場合、ＵＥ１　２０４ａがＯＦＤＭ
Ａ多元接続方式を使うことは、有益でありうる。なぜなら、ＵＥ１　２０４ａは、ＧＡ１
　２１０内にあり、よってｅＮｏｄｅＢ２０２に比較的近いためである。
【００５４】
　クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡおよびＮｘＳＣ－ＦＤＭＡは、不連続のＲＢ割り当てを用い
ることができる。従ってｅＮｏｄｅＢ２０２は、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡおよびＮｘＳ
Ｃ－ＦＤＭＡにおいて、ＵＥ２０４のために不連続のＲＢを割り当てることができ、ＵＥ
２０４のブロックエラーレート（ＢＬＥＲ）性能を改善する。ｅＮｏｄｅＢ２０２は、各
ＵＥ２０４のためにより良い品質のＲＢを選択／割り当てできるので、従って、ＵＥ２０
４の性能は連続したＲＢ割り当てに比べて改善できる。しかしながら、クラスタ化ＳＣ－
ＦＤＭＡおよびＮｘＳＣ－ＦＤＭＡのＰＡＰＲおよび／またはＣＭは、ＳＣ－ＦＤＭＡよ
り悪くなりうる。従って、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡまたはＮｘＳＣ－ＦＤＭＡを用いた
ＵＥのための送信電力は、ＳＣ－ＦＤＭＡより大幅に低くできる。従って、ＵＥ１　２０
４ａがクラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡまたはＮｘＳＣ－ＦＤＭＡを上りリンク多元接続方式と
して使うことは、有益でありうる。なぜなら、ＵＥ１　２０４ａは、ＧＡ１　２１０内に
あり、よってｅＮｏｄｅＢ２０２に比較的近いためである。同様に、上りリンク伝送２０
６ａをｅＮｏｄｅＢ２０２に送る場合、ＵＥ２　２０４ｂがＳＦ－ＦＤＭＡ多元接続方式
を使うことは、有益でありうる。なぜなら、ＵＥ２　２０４ｂは、ＧＡ２　２１２内にあ
り、よってセルの端にある（または近い）ためである。
【００５５】
　図３は、本システムおよび本方法を実施するために利用できる様々な構成要素を示す。
ｅＮｏｄｅＢ３０２が示される。ｅＮｏｄｅＢ３０２は、ＵＥ３０４へ送られる下りリン
ク制御情報（ＤＣＩ）３１０を含むことができる。ＤＣＩ３１０は、下りリンク伝送３０
８を経由（例えば、ＰＤＣＣＨを経由）してＵＥ３０４へ伝送されうる。ＤＣＩ３１０は
、特定のフォーマット３１２で送信されうる。例えば、ＤＣＩ３１０は、フォーマット１
’３１２ｃ、フォーマット１Ａ’３１２ａ、フォーマット１Ｂ’３１２ｂ、および、フォ
ーマット２’３１２ｄを使ってもよい。
【００５６】
　ＤＣＩフォーマット１Ａ’３１２ａは、ＰＵＳＣＨ伝送のスケジューリングのために用
いられる。表１-１は、ＤＣＩフォーマット１Ａ’３１２ａ手段により伝送されうる情報
の例を含む。表１-１は、フィールドを示す列と、フィールドに関する説明用のコメント
のための列とを含む。
【００５７】
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【００５８】
　フォーマットは、ＵＬ／ＤＬ（上りリンク／下りリンク）区分のためのフラグであれば
よい。一構成において、このフィールドは１ｂｉｔであればよい。ホッピングフラグも１
ｂｉｔでよい。リソース・ブロック割り当てが含まれる。ＭＳＣは変調・符号化方式（お
よび冗長バージョン）であり、一構成につき５ｂｉｔであればよい。新規データ指標は、
１ｂｉｔでよい。ＴＰＣ（送信電力制御）フィールドは、スケジュールされたＰＵＳＣＨ
のためのコマンドであり、２ｂｉｔでよい。ＤＭＲＳ（復調参照信号：Demodulation Ref
erence Signals）のための周期的シフト（cyclic shift）は、一構成につき３ｂｉｔであ
ればよい。ＣＱＩリクエストは１ｂｉｔでよい。表１-１に示される最後のフィールドは
、ＲＮＴＩ／ＣＲＣ（無線ネットワーク暫定識別／周期的冗長検査：Radio Network Temp
orary Identity/Cyclic Redundancy Check）であり、これは１６ｂｉｔフィールドであれ
ばよい。ＲＮＴＩは、ＣＲＣにおいて無条件にエンコードされてもよい。
【００５９】
　これらは、フォーマット１Ａ’３１２ａのありうるコンテンツの例である。フォーマッ
ト１Ａ’３１２ａは、他の情報を含んでもよいし、そして／または、上記情報のいくつか
を含まなくてもよい。
【００６０】
　ＤＣＩフォーマット１’３１２ｃは、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために用いられ
る。表１-２は、ＤＣＩフォーマット１’３１２ｃ手段により伝送されうる情報の例を含
む。表１-２は、フィールドを示す列と、フィールドに関する説明用のコメントのための
列とを含む。
【００６１】
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【表２】

【００６２】
　フォーマットは、ＵＬ／ＤＬ区分のためのフラグであればよい。一構成において、この
フィールドは１ｂｉｔであればよい。リソース割り当てヘッダーは、リソース割り当てタ
イプ（タイプ０またはタイプ１）を示すことができ、１ｂｉｔでよい。ホッピングフラグ
も１ｂｉｔでよい。リソース・ブロック割り当てが含まれる。ＭＳＣは変調・符号化方式
（および冗長バージョン）であり、一構成につき５ｂｉｔであればよい。新規データ指標
は、１ｂｉｔでよい。ＴＰＣフィールドは、スケジュールされたＰＵＳＣＨのためのコマ
ンドであり、２ｂｉｔでよい。ＤＭＲＳのための周期的シフトは、一構成につき３ｂｉｔ
であればよい。ＣＱＩリクエストは１ｂｉｔでよい。表１-２に示される最後のフィール
ドは、ＲＮＴＩ／ＣＲＣ（無線ネットワーク暫定識別／周期的冗長検査）であり、これは
１６ｂｉｔフィールドであればよい。ＲＮＴＩは、ＣＲＣにおいて無条件にエンコードさ
れてもよい。
【００６３】
　これらは、フォーマット１Ａ’３１２ｃのありうるコンテンツの例である。フォーマッ
ト１Ａ’３１２ｃは、他の情報を含んでもよいし、そして／または、上記情報のいくつか
を含まなくてもよい。
【００６４】
　ＤＣＩフォーマット１Ｂ’３１２ｂは、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために用いら
れる。表１-３は、ＤＣＩフォーマット１Ｂ’３１２ｂ手段により伝送されうる情報の例
を含む。表１-３は、フィールドを示す列と、フィールドに関する説明用のコメントのた
めの列とを含む。
【００６５】
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【表３】

【００６６】
　フォーマットは、ＵＬ／ＤＬ区分のためのフラグであればよい。一構成において、この
フィールドは１ｂｉｔであればよい。ホッピングフラグも１ｂｉｔでよい。リソース・ブ
ロック割り当てが含まれる。ＭＳＣは変調・符号化方式（および冗長バージョン）であり
、一構成につき５ｂｉｔであればよい。プリコーディング情報またはプリコーディングマ
トリックス情報（ＰＭＩ）もまた含んでもよい。新規データ指標は、１ｂｉｔでよい。Ｔ
ＰＣフィールドは、スケジュールされたＰＵＳＣＨのためのコマンドであり、２ｂｉｔで
よい。ＤＭＲＳのための周期的シフトは、一構成につき３ｂｉｔであればよい。ＣＱＩリ
クエストは１ｂｉｔでよい。表１-３に示される最後のフィールドは、ＲＮＴＩ／ＣＲＣ
であり、これは１６ｂｉｔフィールドであればよい。ＲＮＴＩは、ＣＲＣにおいて無条件
にエンコードされてもよい。
【００６７】
　これらは、フォーマット１Ｂ’３１２ｂのありうるコンテンツの例である。フォーマッ
ト１Ｂ’３１２ｂは、他の情報を含んでもよいし、そして／または、上記情報のいくつか
を含まなくてもよい。
【００６８】
　ＤＣＩフォーマット２’３１２ｄは、ＰＵＳＣＨのスケジューリングのために用いられ
る。表１-４は、ＤＣＩフォーマット２’３１２ｄ手段により伝送されうる情報の例を含
む。表１-４は、フィールドを示す列と、フィールドに関する説明用のコメントのための
列とを含む。
【００６９】
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【表４】

【００７０】
　フォーマットは、ＵＬ／ＤＬ（上りリンク／下りリンク）区分のためのフラグであれば
よい。一構成において、このフィールドは１ｂｉｔであればよい。リソース割り当てヘッ
ダーは、リソース割り当てタイプ（タイプ０またはタイプ１）を示すことができ、１ｂｉ
ｔでよい。ホッピングフラグも１ｂｉｔでよい。リソース・ブロック割り当てが含まれる
。層数は層の数を示すことができる。層数フィールドのｂｉｔ数は、アンテナ数を含む様
々なファクターに依存しうる。プリコーディング情報またはプリコーディングマトリック
ス情報（ＰＭＩ）もまた含んでもよい。これらは二つのコードワードまたは二つの移送ブ
ロックであってもよい。第１移送ブロックのためのＭＳＣは、第１移送ブロックのための
変調・符号化方式（および冗長バージョン）であり、一構成につき５ｂｉｔであればよい
。第２移送ブロックのためのＭＳＣも同様であればよい。第１移送ブロックのための新規
データ指標は１ｂｉｔでよい。第２移送ブロックのための新規データ指標も１ｂｉｔでよ
い。
【００７１】
　ＨＡＲＱ（ハイブリッド自動再送要求）スワップフラグは、二つの移送ブロックが（二
つの移送ブロックのために）ソフトバッファーへ送られる前にスワップされるべきかどう
かを示すことができる。ＴＰＣフィールドは、スケジュールされたＰＵＳＣＨのためのコ
マンドであり、２ｂｉｔでよい。ＤＭＲＳのための周期的シフトは、一構成につき３ｂｉ
ｔであればよい。ＣＱＩリクエストは１ｂｉｔでよい。表１-４に示される最後のフィー
ルドは、ＲＮＴＩ／ＣＲＣであり、これは１６ｂｉｔフィールドであればよい。ＲＮＴＩ
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は、ＣＲＣにおいて無条件にエンコードされてもよい。
【００７２】
　これらは、フォーマット２’３１２ｄのありうるコンテンツの例である。フォーマット
２’３１２ｄは、他の情報を含んでもよいし、そして／または、上記情報のいくつかを含
まなくてもよい。
【００７３】
　ＤＣＩフォーマット３１２の意味は、３ＧＰＰ　ＬＴＥに適応する３ＧＰＰ　ＴＳ　３
６．２１１でより詳細に記載されている。ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄは、ＬＴＥを拡張し
たものである。適切なＤＣＩフォーマット３１２は、表１－５に示される。ＤＣＩフォー
マット３１２は、上りリンク伝送のための割り当てを含むことができる。例えば、ＤＣＩ
フォーマット３１２は、連続または不連続でありうるＲＢ割り当てフォーマット、変調・
符号化方式（ＭＣＳ）、および、プリコーディングマトリックス情報（ＰＭＩ）を含むこ
とができる。ＲＢ割り当てフォーマットは、連続したＲＢ割り当てフォーマットまたは不
連続のＲＢ割り当てフォーマットでありうる。ＲＢ割り当てフォーマットは、更にＲＢ割
り当てを含んでもよい。例えば、フォーマット１’は、連続および不連続のＲＢ割り当て
の両方が可能なＲＢ割り当てフォーマットを用いられうる。対照的に、フォーマット１Ａ
’は、連続したＲＢ割り当てのみ可能なＲＢ割り当てフォーマットを用いられうる。
【００７４】
【表５】

【００７５】
　表１－５は、フォーマット１Ｂ’３１２ｂおよびフォーマット２’３１２ｄがＰＭＩ情
報を含むことを示す。フォーマット１Ｂ’３１２ｂは、ＭＣＳ情報一つのみ含み、一方、
フォーマット２’３１２ｄはＭＣＳ情報を二つ含む。ｅＮｏｄｅＢ３０２は、ＵＥ３０４
へ伝送されるために適切なＤＣＩフォーマットを選択するために、フォーマット選択モジ
ュール３２０を含みうる。
【００７６】
　ＤＣＩ３１０のフォーマット３１２は、ＵＥ３０４の伝送モード３２８に依存しうる。
表２は、伝送モード３２８および対応するＤＣＩフォーマット３１２を一覧表にしている
。ＵＥ３０４の伝送モード３２８は、無線リソース制御（ＲＲＣ）信号伝達を経由しｅＮ
ｏｄｅＢ３０２により構成されると想定される。フォーマット１’３１２ｃおよびフォー
マット１Ａ’３１２ａは、送信ダイバーシティおよびビームフォーミングような単入力多
出力（ＳＩＭＯ：single input multiple output）伝送のために用いられうる。フォーマ
ット２’３１２ｄおよびフォーマット１Ａ’３１２ａは、単一ユーザ－ＭＩＭＯ（ＳＵ－
ＭＩＭＯ）伝送のために用いられうる。フォーマット１Ｂ’３１２ｂおよびフォーマット
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１Ａ’３１２ａは、多数のユーザ－ＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）伝送またはランク－１　
ＳＵ－ＭＩＭＯのために用いられうる。ランク－１　ＳＵ－ＭＩＭＯは、ＳＵ－ＭＩＭＯ
の部分集合である。ＳＵ－ＭＩＭＯとランク－１　ＳＵ－ＭＩＭＯとの違いは、層の多重
がなく、ただ一つのコードワードがランク－１　ＳＵ－ＭＩＭＯにおいて伝送されること
である。
【００７７】
【表６】

【００７８】
　ｅＮｏｄｅＢ３０２は、ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０ａを含むことができ
る。ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０は、ＵＥ３０４により用いられるＰＵＳＣ
Ｈ送信電力３４２ａを決定するのに用いられてもよい。ｅＮｏｄｅＢ３０２は、ＵＥ３０
４へＰＵＳＣＨ送信電力３４２ａを送信できる。ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４
０は、図８との関連で、詳細は後述する。ｅＮｏｄｅＢ３０２は、ＵＥ３０４の各電力増
幅器のための電力増幅容量（ＰＡ）（ＰＰＡＣａｐ）３３４ａも含んでよい。ＰＰＡＣａ

ｐ３３４ａは、ＵＥ３０４の全送信電力を定義する各ＵＥ３０４のための内部パラメータ
である。ＵＥ３０４の製造業者は、所望の費用および／または性能ゲインを達成するため
ＰＰＡＣａｐ３３４ａを選ぶことができる。ＰＰＡＣａｐ３３４ａは、ＵＥ３０４から受
信されうる。ＰＰＡＣａｐ３３４ａは、図１１との関連で、詳細は後述する。
【００７９】
　ｅＮｏｄｅＢ３０２は、ＵＥ３０４の位置を決定することができる。例えば、ｅＮｏｄ
ｅＢ３０２は、経路損失モデルを用いてＵＥ３０４の位置を決定することができる。ｅＮ
ｏｄｅＢ３０２は、ＵＥ３０４の位置に従ってＵＥ３０４のための上りリンク多元接続方
式３４６を決定できる。ｅＮｏｄｅＢ３０２は、ＵＥ３０４の位置に従って上りリンク最
大送信電力制限ファクターの値も決定できる。ｅＮｏｄｅＢ３０２は、選択された上りリ
ンク多元接続方式３４６、上りリンク最大送信電力制限ファクター、または両者に従って
、ＤＣＩ３１０のためのフォーマット３１２を選択できる。
【００８０】
　ユーザ装置（ＵＥ）３０４はまた、図３に示される。ＵＥ３０４は、受信したＤＣＩ３
１０を含むことができる。ＤＣＩ３１０は、ｅＮｏｄｅＢ３０２から受信されうる。ＵＥ
３０４は、フォーマットデコーダー３２４も含むことができる。フォーマットデコーダー
３２４は、受信したＤＣＩ３１０のフォーマット３１２を決定するために構成されうる。
ＵＥ３０４は、異なった上りリンク多元接続方式３４６を用いることができる。例えば、
ＵＥ３０４は、ＳＣ－ＦＤＭＡ３４８、あるいは、ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ３５０、ＯＦＤＭ
Ａ３５２、またはクラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ３５４などの代わりの上りリンク多元接続方
式３４６を用いることができる。
【００８１】
　ＵＥ３０４は、上りリンク伝送表３２６を含むことができる。上りリンク伝送表３２６
は、受信したＤＣＩ３１０のフォーマット３１２に従って、ＵＥ３０４のための上りリン
ク多元接続方式３４６を指定するために構成されうる。例えば、上りリンク伝送表３２６
は、以下のことを指定できる。それは、受信したＤＣＩ３１０のあるフォーマットのため
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ット３１２のために代わりの上りリンク多元接続方式３４６として、ＵＥ３０４はＳＣ－
ＦＤＭＡ３４８を用いることである。本システムおよび本方法で用いられる上りリンク伝
送表３２６の例は、表３、表４、表５、および、表６で示される。
【００８２】
【表７】

【００８３】
【表８】

【００８４】
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【表９】

【００８５】
【表１０】

【００８６】
　上記のように、ＵＥ３０４は異なる伝送モード３２８で作動できる。例えば、ＵＥ３０
４は単一アンテナモード３３０、送信ダイバーシティモード３３２、ビームフォーミング
モード３３４、ＳＵ－ＭＩＭＯモード３３６、および、ＭＵ－ＭＩＭＯモード３３８で作
動できる。ｅＮｏｄｅＢ３０２は、ＵＥ３０４の伝送モード３２８に従ってＤＣＩ３１０
のフォーマットを選択できる。上りリンク伝送３０６のための多元接続方式３４６の選択
において、ＵＥ３０４はその後、選択された多元接続方式３４６に従ってｅＮｏｄｅＢ３
０２へ上りリンク伝送３０６を送信できる。従って、上りリンク伝送３０６は、ＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ３４８、ＯＦＤＭＡ３５２、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ３５４、またはＮｘＳＣ－
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ＦＤＭＡ３５０に従って変調されうる。
【００８７】
　ＵＥ３０４はまた、ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０ｂを含むことができる。
ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０ｂは、ＵＥ３０４によって用いられるＰＵＳＣ
Ｈ送信電力３４２ｂを決定するのに使われうる。ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４
０ｂは、図８との関連で、詳細は後述する。ＵＥ３０４はまた、ＵＥ３０４のＵＥ電力増
幅容量（ＰＰＡＣａｐ）３４４ｂを含んでよい。上記のように、ＰＰＡＣａｐ３４４ｂは
、ＵＥ３０４の全送信電力を定義する各ＵＥ３０４のための内部パラメータである。ＵＥ
３０４の製造業者は、所望の費用および／または性能ゲインを達成するためＰＰＡＣａｐ

３４４ｂを選ぶことができる。
【００８８】
　図４は、ＬＴＥ－Ａにおける上りリンク電力制御の方法４００を示すフロー図である。
方法４００は、ＵＥ３０４および／またはｅＮｏｄｅＢ３０２により実行されうる。ＵＥ
３０４および／またはｅＮｏｄｅＢ３０２は、上りリンク多元接続方式３４６を決定でき
る（４０２）。ＵＥ３０４および／またはｅＮｏｄｅＢ３０２はその後、上りリンク最大
送信電力制限ファクターのための値を決定できる（４０４）。上りリンク最大送信電力制
限ファクターは、ＵＥ３０４により用いられる上りリンク多元接続方式３４６の従属値で
あってもよく、それにより、ＵＥ３０４ための最大送信電力を決定する。ＵＥ３０４ため
の最大送信電力はまた、電力増幅器（ＰＡ）の作動点として呼ばれてもよい。上りリンク
最大送信電力制限ファクターはまた、ΔＵＬＭＡとして呼ばれてもよい。ＵＥ３０４ため
の最大送信電力は、ＵＥ３０４電力クラスであるＰＭＡＸ、および、上りリンク多元接続
方式３４６の関数であってもよい。ＵＥ３０４電力クラスは、ＵＥ３０４の全送信電力を
定義できる。従って、ＵＥ３０４電力クラスは、ＵＥ３０４の物理能力に依存しうる。
【００８９】
　ΔＵＬＭＡの値は、選択された上りリンク多元接続方式３４６に依存しうる。例えば、
ΔＵＬＭＡの値は、各上りリンク多元接続方式のＣＭ値に基づき規定されうる。上りリン
ク多元接続方式のＣＭ値の例は、表６Ａで示される。
【００９０】

【表１１】

【００９１】
　ＳＣ－ＦＤＭＡ３４８、ＯＦＤＭＡ３５２、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ３５４、および
ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ３５０のＣＭ値は、順に、１．６０ｄＢ、４．００ｄＢ、３．２０ｄ
Ｂ、および３．６０ｄＢであればよい。それゆえ、ＳＣ－ＦＤＭＡ３４８からのＣＭ差異
は、０ｄＢ、２．４ｄＢ、１．６ｄＢ、および２．０ｄＢである。各上りリンク多元接続
方式のためのΔＵＬＭＡの値は、ＳＣ－ＦＤＭＡ３４８からのＣＭ差異と同じ値に設定で
きる。
【００９２】
　例えば、上りリンク多元接続方式３４６がＳＣ－ＦＤＭＡ３４８である場合、ΔＵＬＭ

Ａの値は０であればよい。クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ３５４が上りリンク多元接続方式３
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４６として選択される場合、ΔＵＬＭＡの値は１．６でよい。ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ３５０
が上りリンク多元接続方式３４６として選択される場合、ΔＵＬＭＡの値は２．０でよい
。ＯＦＤＭＡ３５２が上りリンク多元接続方式３４６として選択される場合、ΔＵＬＭＡ

の値は２．４でよい。新たな上りリンク多元接続方式３４６に対して（つまり、それはＳ
Ｃ－ＦＤＭＡ３５４でない）、ΔＵＬＭＡは、１ｄＢから４ｄＢ迄の範囲の固定値とすれ
ばよい。上記のように、ΔＵＬＭＡの固定値は、上りリンク多元接続方式３４６とＳＣ－
ＦＤＭＡ３４８との間のＣＭ差異に従って選択できる。
【００９３】
　ＵＥ３０４および／またはｅＮｏｄｅＢ３０２はその後、ΔＵＬＭＡの値を用いて、Ｐ
ＵＳＣＨ送信電力３４２を決定できる（４０６）。例えば、ＵＥ３０４および／またはｅ
ＮｏｄｅＢ３０２は、ΔＵＬＭＡの値を用いて、式（１）を用いてサブフレームｉのため
のＰＵＳＣＨ送信電力ＰＰＵＳＣＨ３４２を決定できる。
【００９４】
【数１】

【００９５】
　ＰＰＵＳＣＨ３４２は、ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０を用いて計算できる
。ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０による式（１）で用いられる変数およびパラ
メータは、図８との関連で、詳細は後述する。
【００９６】
　図５は、ＬＴＥ－Ａにおける上りリンク電力制御のより詳細な方法５００を示すフロー
図である。図５の方法５００は、ＵＥ３０４により実行されうる。ＵＥ３０４は、ＤＣＩ
３１０を受信できる（５０２）。ＵＥ３０４は、ＰＤＣＣＨを経由しＤＣＩ３１０を受信
できる（５０２）。ＵＥ３０４は、ＤＣＩ３１０のフォーマット３１２をデコードできる
（５０４）。ＵＥ３０４はその後、ＤＣＩフォーマット３１２が、連続したＲＢ割り当て
のみを許可するＲＢ割り当てフォーマットを含むかどうか決定できる（５０６）。連続お
よび不連続のＲＢ割り当ては、図１２Ａとの関連で、詳細は後述する。フォーマット１Ａ
’およびフォーマット１Ｂ’は、フォーマット１’およびフォーマット２’とは異なった
ＲＢ割り当てフォーマットを用いることができる。従って、フォーマット１Ａ’およびフ
ォーマット１Ｂ’により用いられるＲＢ割り当てフォーマットは、連続したＲＢ割り当て
のみを示すことができる。対照的に、フォーマット１’およびフォーマット２’により用
いられるＲＢ割り当てフォーマットは、連続および不連続のＲＢ割り当ての両方を示すこ
とができる。
【００９７】
　ＤＣＩフォーマット３１２が連続したＲＢ割り当ておよび不連続のＲＢ割り当て（例え
ば、フォーマット１’／フォーマット２’）の両方を許可するＲＢ割り当てフォーマット
を含む場合、図１２Ａ（ａ）または図１２Ａ（ｂ）に示すように、ＵＥ３０４は、代わり
の上りリンク多元接続方式３４６を選択できる（５０８）。ＤＣＩフォーマット３１２が
連続したＲＢ割り当て（例えば、フォーマット１Ａ’／フォーマット1Ｂ’）のみを許可
するＲＢ割り当てフォーマットを含む場合、図１２Ａ（ｃ）に示すように、ＵＥ３０４は
、ＤＣＩフォーマット３１２がＰＭＩ情報を含むかどうかを決定できる（５１０）。ＤＣ
Ｉフォーマット３１２がＰＭＩ情報を含む場合、ＵＥ３０４は、代わりの上りリンク多元
接続方式３４６を選択できる（５１０）。ＤＣＩフォーマット３１２がＰＭＩ情報を含ま
ない場合、ＵＥ３０４は、上りリンク多元接続方式３４６としてＳＣ－ＦＤＭＡ３４８を
選択できる（５１２）。代わりの上りリンク多元接続方式は、この場合においてＯＦＤＭ
Ａ３５２でよい。
【００９８】
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　一度ＵＥ３０４が上りリンク多元接続方式３４６を選択すると、ＵＥ３０４は、選択さ
れた上りリンク多元接続方式３４６に従ってΔＵＬＭＡの値を選択できる５１４。各ＵＬ
ＭＡ方式のためのΔＵＬＭＡの値は、ＵＥ３０４に保存できる。ＵＥ３０４はその後、Ｐ
ＵＳＣＨ３４２のための送信電力を決定できる（５１６）。
【００９９】
　図６Ａは、ＬＴＥ－Ａにおける上りリンク電力制御の他の方法６００を示すフロー図で
ある。ＵＥ３０４は、ＰＤＣＣＨを経由してＤＣＩ３１０を受信できる（６０２）。ＵＥ
３０４は、ＤＣＩ３１０のフォーマット３１２をデコードできる（６０４）。ＵＥ３０４
は次に、ＤＣＩフォーマット３１２が連続したＲＢ割り当てまたは不連続のＲＢ割り当て
を含むかを決定できる（６０６）。ＤＣＩフォーマット３１２が不連続のＲＢ割り当てを
含む場合、図１２Ａ（ｂ）に示すように、ＵＥ３０４は代わりの上りリンク多元接続方式
３４６を選択できる（６０８）。この場合、代わりの上りリンク多元接続方式は、クラス
タ化ＳＣ－ＦＤＭＡ３５４がよい。ＤＣＩフォーマット３１２が連続したＲＢ割り当てを
含む場合、図１２Ａ（ａ）および図１２Ａ（ｃ）に示すように、ＵＥ３０４は上りリンク
多元接続方式３４６としてＳＣ－ＦＤＭＡ３４８を選択できる（６１０）。
【０１００】
　一旦ＵＥ３０４が上りリンク多元接続方式３４６を選択すると、ＵＥ３０４は、選択さ
れた上りリンク多元接続方式３４６に従ってΔＵＬＭＡの値を選択できる（６１２）。Ｕ
Ｅ３０４はその後、ΔＵＬＭＡを用いて選択されたＵＬＭＡ方式のための有限の最大送信
電力を決定できる（６１４）。例えば、有限の最大送信電力は、以下であればよい。
【０１０１】

【数２】

【０１０２】
ここで、ＰＰＵＳＣＨ－ＭＡＸは、ＵＥ３０４のための有限の最大送信電力であり、そし
て、ＰＭＡＸは、ＵＥ３０４電力クラスに依存する最大許容電力である。
【０１０３】
　ＵＥ３０４はその後、選択されたＵＬＭＡ方式３４６のための有限の最大送信電力を用
いて、ＰＵＳＣＨのための送信電力３４２を決定できる（６１６）。例えば、ＵＥは、上
記の式（１）を用いてＰＵＳＣＨ送信電力３４２を決定できる。ＵＥ３０４はその後、決
定したＰＵＳＣＨ送信電力３４２を用いて選択された上りリンク多元接続方式３４６に従
って、上りリンクデータ信号３０６を伝送する（６１８）。
【０１０４】
　図６Ｂは、ＲＢのチャンク数を用いたＬＴＥ－Ａにおける上りリンク電力制御の他の方
法６００Ａを示すフロー図である。ＵＥ３０４は、ＰＤＣＣＨを経由してＤＣＩ３１０を
受信できる（６０２Ａ）。ＵＥ３０４は、ＤＣＩ３１０のフォーマット３１２をデコード
できる（６０４Ａ）。ＵＥ３０４はその後、ＤＣＩフォーマットにおいて含まれるＲＢ割
り当てで示したチャンク数を決定できる（６０６Ａ）。ＲＢ割り当てにおけるチャンク数
は、独立し、隣接しないＲＢ割り当てブロックの数を示すことができる。チャンクは、図
１２Ｂとの関連で、詳細は後述する。チャンク数に従って、ＵＥ３０４はΔＵＬＭＡの異
なる値を決定できる（６０８Ａ）。
【０１０５】
　ＵＥ３０４はその後、ΔＵＬＭＡを用いて選択されたＵＬＭＡ方式のための有限の最大
送信電力を決定できる（６１０Ａ）。ＵＥ３０４はその後、選択されたＵＬＭＡ方式３４
６のための有限の最大送信電力を用いてＰＵＳＣＨのための送信電力３４２を決定できる
（６１２Ａ）。ＵＥ３０４はその後、決定したＰＵＳＣＨ送信電力３４２を用いて選択さ
れた上りリンク多元接続方式３４６に従って上りリンクデータ信号３０６を伝送できる（
６１４Ａ）。
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【０１０６】
　図７は、ＬＴＥ－Ａにおける上りリンク電力制御の他の方法７００を示すフロー図であ
る。ＵＥ３０４は、ＵＥ３０４のためのＰＰＡＣａｐ３４４ｂの値を決定できる（７０２
）。ＵＥ３０４は次に、上りリンク多元接続方式３４６を決定できる（７０４）。上記の
ように、上りリンク多元接続方式３４６は、ＳＣ－ＦＤＭＡ３４８、ＯＦＤＭＡ３５２、
クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ３５４、またはＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ３５０であればよい。ＵＥ
３０４は、決定した上りリンク多元接続方式３４６に従って、ΔＵＬＭＡの値を決定でき
る（７０６）。ＵＥ３０４はその後、ＰＡ容量およびΔＵＬＭＡの値を用いて、ＰＵＳＣ
Ｈ送信電力３４２を決定できる（７０８）。ＵＥ３０４は、決定したＰＵＳＣＨ送信電力
３４２を用いて上りリンク多元接続方式３４６に従って、ＰＵＳＣＨを経由して上りリン
クデータ信号３０６を伝送できる（７１０）。
【０１０７】
　図８は、ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０で用いられうる変数およびパラメー
タを示すブロック図である。図４との関連で上記のように、ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジ
ュール３４０は、式（１）を用いてＰＰＵＳＣＨを計算できる。あるいは、ＰＵＳＣＨ送
信電力計算モジュール３４０は、以下でＰＰＵＳＣＨを計算できる。
【０１０８】
【数３】

【０１０９】
　式（３）は、図１１との関連で、詳細は後述する。
【０１１０】
　ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０において、ＰＭＡＸ８０２は、最大許容電力
であり、ＵＥ３０４電力クラスに依存する。ΔＵＬＭＡ８１２は、上りリンク多元接続方
式３４６の特定の電力制限ファクターである。ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０
は、各上りリンク多元接続方式３４６のためにΔＵＬＭＡ８１２の異なる値を含むことが
できる。例えば、ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０は、ΔＵＬＭＡ－ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ８０４のための値、ΔＵＬＭＡ－ＯＦＤＭＡ８０８のための値、ΔＵＬＭＡ－クラス
タ化ＳＣ－ＦＤＭＡ８１０のための値、および、ΔＵＬＭＡ－ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ８０６
のための値を含むことができる。例えば、ΔＵＬＭＡ－ＳＣ－ＦＤＭＡ８０４の値は０で
よく、ΔＵＬＭＡ－ＯＦＤＭＡ８０８の値は２．４でよく、ΔＵＬＭＡ－クラスタ化ＳＣ
－ＦＤＭＡ８１０の値は１．６でよく、そしてΔＵＬＭＡ－ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡ８０６の
値は１．６でよい。
【０１１１】
　ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０は、式（１）または式（３）を用いてＰＵＳ
ＣＨ送信電力を計算するためにパラメータＰＯ＿ＰＵＳＣＨ（ｊ）８１６を用いることが
できる。ＰＯ＿ＰＵＳＣＨ（ｊ）８１６は、１ｄＢ分解能で［－１２６，２４］ｄＢｍの
範囲でｊ＝０，１のためのより高い層から示された８－ｂｉｔセル特定の公称構成要素Ｐ

Ｏ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨ（ｊ）８３６、および、１ｄＢ分解能で［－８，７］ｄ
Ｂの範囲でｊ＝０，１のためのＲＲＣにより構成された４－ｂｉｔ　ＵＥ特定の構成要素
ＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨ（ｊ）８３８、の合計から成るパラメータである。構成されたス
ケジューリング許諾に対応するＰＵＳＣＨ（再）伝送に対して、ｊ＝０である。新規パケ
ット伝送に関連したＣＤＩフォーマット０を用いて受信したＰＤＣＣＨに対応するＰＵＳ
ＣＨ（再）伝送に対して、ｊ＝１である。
【０１１２】
　ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール３４０はまた、α８１８を含むことができ、ここで
α∈｛０，０．４，０．５，０．６，０．７，０．８，０．９，１｝は、より高い層によ
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り提供される３－ｂｉｔセル特定パラメータである。ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュール
３４０はまた、経路損失（ＰＡ：path loss）８２０を含みうる。ＰＬ８２０は、ＵＥ３
０４により計算された下りリンク経路損失推定である。ＰＵＳＣＨ送信電力計算モジュー
ル３４０は更に、ΔＴＦ（ｉ）８２２を含むことができる。ΔＴＦ（ｉ）８２２は、以下
を用いて計算できる。
【０１１３】
【数４】

【０１１４】
　ここで、Ｋｓ８２４は、ＲＲＣ：Ｋｓ＝１．２５により与えられたセル特定パラメータ
である。Ｋｓは、変調・符号化方式（ＭＣＳ）の差異を示すパラメータであればよい。Ｋ
ｓ＝１．２５の場合、ＭＣＳの差異は、送信電力制御過程において相殺できる。Ｋｓ＝０
の場合、
【０１１５】

【数５】

【０１１６】
　であり、ＭＣＳの差異は、無視できる。式（４）から、
【０１１７】

【数６】

【０１１８】
　ここで、ＴＢＳ（ｉ）は、サブフレームｉのための移送ブロックサイズであり、ＮＲＥ

（ｉ）８３０は、以下により決定されるサブフレームｉのためのリソース要素の数である
。
【０１１９】

【数７】

【０１２０】
　ここで、ＭＰＵＳＣＨ（ｉ）は、上りリンク伝送のためのスケジュールされた帯域幅で
あり、周波数ドメインにおけるリソース・ブロックの数と呼ばれる。ＮＲＢ

ＳＣ８３２は
、周波数ドメインにおけるリソース・ブロックであり、サブキャリアの数と呼ばれる。そ
して、ＮＵＬ

ｓｙｍｂ８３４は、スロット内のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル数である。ＬＴＥ
において、ＮＵＬ

ｓｙｍｂ８３４は７に等しく、ＮＲＢ
ＳＣ８３２は１２に等しい。リソ

ース・ブロックはＬＴＥにおけるリソース割り当ての単位であり、ＮＲＢ
ＳＣ８３２サブ

キャリアおよびＮＵＬ
ｓｙｍｂ８３４ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにより表される。更に、Ｎ

ＲＢ
ＳＣ・ＮＲＢ

ＳＣは、一つのリソース・ブロックにおけるリソース要素の数を表すこ
とができる。ＬＴＥにおいて、ｅＮｏｄｅＢ１０２は、各リソース・ブロックのための二
つの連続したスロットを割り当てることができる。従って、上記の式（７）は、サブフレ
ームｉのためのリソース要素の数を表せる。
【０１２１】
　δＰＵＳＣＨ８４０は、ＵＥ３０４特定補正値であり、ＴＰＣコマンドとしても表され
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る。そして、δＰＵＳＣＨ８４０は、ＤＣＩフォーマット０を有するＰＤＣＣＨに含まれ
る、または、ＤＣＩフォーマット３／３Ａを有するＰＤＣＣＨでの他のＴＰＣコマンドと
一緒に符号化される。現在のＰＵＳＣＨ電力制御調整状態ｆ（ｉ）８４６は、以下に定義
されるｆ（ｉ）８４６によって与えられる。
【０１２２】
【数８】

【０１２３】
　ｆ（＊）が累積を表す場合であり、ここでｆ（０）＝０である。
【０１２４】
　ＫＰＵＳＣＨ８４２の値は、ＦＤＤに対して４である。ＴＰＣコマンドがないサブフレ
ームに対してδＰＵＳＣＨ＝０ｄＢは、デコードされる。ここで、ＤＲＸが起こるか、ま
たは、ｉはＴＤＤにおける上りリンクサブフレームではない。ＤＣＩフォーマット０を有
するＰＤＣＣＨにおいて信号を送られたδＰＵＳＣＨｄＢ累積値は、［－１，０，１，３
］である。ＤＣＩフォーマット３／３Ａを有するＰＤＣＣＨにおいて信号を送られたδＰ

ＵＳＣＨｄＢ累積値は、［－１，１］または［－１，０，１，３］のどちらかであり、よ
り高い層により準安定的に構成される。
【０１２５】
　ＵＥ３０４が最大電力に達する場合、正のＴＰＣコマンドは累積できない。ＵＥ３０４
が最小電力に達する場合、負のＴＰＣコマンドは累積できない。ＲＣＣ活性状態に入る／
を止める時、絶対ＴＰＣコマンドが受信される時、ＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨ（ｊ）８３８
が受信される時、または、ＵＥ３０４が（再）同調する時、ＵＥ３０４は、セル変更で累
積をリセットできる。
【０１２６】
　ｆ（＊）が現在の絶対値を表す場合、その時、
【０１２７】

【数９】

【０１２８】
　ここで、δＰＵＳＣＨ（ｉ－ＫＰＵＳＣＨ）は、サブフレームｉ－ＫＰＵＳＣＨ上でＤ
ＣＩフォーマット０を有するＰＤＣＣＨにおいて信号を送られた。式（９）において、Ｋ

ＰＵＳＣＨ８４２の値はＦＣＣに対して４である。ＤＣＩフォーマット０を有するＰＤＣ
ＣＨにおいて信号を送られたδＰＵＳＣＨｄＢ絶対値は、［－４，－１，１，４］である
。
【０１２９】
　ＤＣＩフォーマット０を有するＰＤＣＣＨがデコードされ無い場合、ＤＲＸが起こる場
合、または、ｉがＴＤＤにおける上りリンクサブフレームではない場合、のサブフレーム
に対して、現在のＰＵＳＣＨ電力制御調整状態ｆ（ｉ）８４６は、以下である。
【０１３０】

【数１０】

【０１３１】
　ＰＤＣＣＨ送信電力計算モジュール３０４はまた、電力増幅容量（ＰＰＡＣａｐ）８４
４を含むことができる。
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【０１３２】
　図９は、ｅＮｏｄｅＢ９０２とＵＥ９０４との間のＬ１／Ｌ２信号伝達を示す。Ｌ１／
Ｌ２信号伝達は、ＰＤＣＣＨ９０８を経由してｅＮｏｄｅＢ９０２からＵＥ９０４への制
御情報の送信である。ＵＥ９０４は、ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ９０６を経由してｅＮｏｄ
ｅＢ９０２へＣＱＩフィードバックを送信する。ｅＮｏｄｅＢ９０２は、ＰＤＣＣＨ９０
８を経由してＵＥ９０４への制御情報を送信する。ＰＤＣＣＨ９０８上の制御情報は、Ｄ
ＣＩ３１０を含むことができ、上りリンク多元接続方式３４６としてＳＣ－ＦＤＭＡ３４
８を選択するかどうかをＵＥ９０４へ命令する、または、代わりの上りリンク多元接続方
式３４６を使う。ＵＥ９０４はその後、ＰＵＳＣＨ９１０を経由して上りリンクデータ伝
送３０６を送信できる。ＰＵＳＣＨ９１０上の上りリンク伝送３０６は、選択された上り
リンク多元接続方式３４６に従って変調されうる。
【０１３３】
　図１０は、ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｖｅｄにおける上りリンク電力制御の例を示す。ＵＥ３
０４は、最大入力に対応する最大送信電力Ｐ’１０１６を有すことができる。実際のシス
テムにおいて、電力増幅器（ＰＡ）は、ＰＡの非線形特性のため、Ｐ’の送信電力を達成
できない。代わりの上りリンク多元接続方式１００６は、ＵＥ３０４がｅＮｏｄｅＢ３０
２に近い場合、ＵＥ３０４により用いることができる。例えば、ＵＥ３０４は、代わりの
上りリンク多元接続方式１００６としてＯＦＤＭＡ、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ、または
、ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡを用いることができる。ＵＥ３０４は、ＵＥ３０４がセル端上か近
い場合、上りリンク多元接続方式としてＳＣ－ＦＤＭＡ１００８を使うことができる。Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ１００８と代わりの上りリンク多元接続方式１００６との間の違いの一つは
、ピーク電力対平均電力比（ＰＡＰＲ）／立方計量（ＣＭ）である。より高いＰＡＰＲ／
ＣＭは、より大きいＰＡバックオフ１０１４、従ってより低い最大送信電力という結果に
なりうる。ＳＣ－ＦＤＭＡ１００８は、代わりの上りリンク多元接続方式１００６よりか
なり低いＰＡＰＲ／ＣＭを有する。それゆえ、ＳＣ－ＦＤＭＡ１００８のための最大送信
電力は、より高い値に設定されうる。一構成において、ＰＡバックオフ１０１４は、上り
リンク多元接続方式としてＳＣ－ＦＤＭＡ１００８を用いるＵＥ３０４に対して６．６ｄ
Ｂ（１０１４ｂ）、および、代わりの上りリンク多元接続方式１００６を用いるＵＥ３０
４に対して９ｄＢ（１０１４ａ）であればよい。
【０１３４】
　ＯＦＤＭＡ、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡ、および、ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡは、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ１００８と比べ高いＰＡＰＲ／ＣＭを有するので、最大送信電力は、ＳＣ－ＦＤＭＡ
１００８と比べた場合、これらの上りリンク多元接続方式のために高い値を設定できない
。この理由のため、ＰＡの作動点は、上りリンク多元接続方式に依存するべきである。
【０１３５】
　図において、上りリンク多元接続方式としてＳＣ－ＦＤＭＡ１００８を用いるＵＥ３０
４のための最大送信電力は、ＰＭＡＸ８０２であればよい。対照的に、代わりの上りリン
ク多元接続方式１００６を用いるＵＥ３０４のための最大送信電力は、ＰＭＡＸ－ΔＵＬ

ＭＡ１００４であればよい。上りリンク多元接続方式としてＳＣ－ＦＤＭＡ１００８を用
いるＵＥ３０４は、割り当てたＲＢを減らすことにより１０１０、ｅＮｏｄｅＢ３０２か
ら離して最大作動距離（経路損失）８２０を増加できる。それにより、送信電力１００２
が下がる。
【０１３６】
　図１１は、ＰＡバックオフ１１１４がＳＣ－ＦＤＭＡ１１０８および他の上りリンク多
元接続方式１１０６の両者に対して充分であるＬＴＥ－Ａｄｖａｎｖｅｄにおける上りリ
ンク電力制御の例を示す。ＵＥ３０４は、最大入力に対応する最大送信電力Ｐ’１１１６
を有すことができる。しかし、実際のシステムでは、ＰＡが、ＰＡの非線形特性のため、
Ｐ’の送信電力を達成できない。ＵＥ電力クラスは、ＵＥ３０４から全送信電力に適用さ
れうる。従って、ＵＥ３０４が二つの伝送アンテナを有する場合、各アンテナの最大送信
電力は、２０ｄＢｍであればよい。
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【０１３７】
　電力増幅器（ＰＡ）の値は、ＵＥ３０４の製造業者により選択可能である。よって、Ｕ
Ｅ３０４の製造業者は、費用の心配のため、一本の伝送アンテナ用の送信電力として２３
ｄＢｍをサポートできる高い容量のＰＡを選べる。それゆえ、最大送信電力は、ＰＭＡＸ

１１０４またはＰＰＡＣａｐ－ΔＵＬＭＡのどちらかにより制限されうる。よって、ＰＵ
ＳＣＨ送信電力１１０２は、上の式（３）を用いて計算できる。ＰＵＳＣＨ送信電力１１
０２は、ＵＥ３０４、ｅＮｏｄｅＢ３０２、または両者により計算できる。例えば、ＵＥ
３０４はｅＮｏｄｅＢ３０２へＰＡ容量３４４を報告できる。そして、ｅＮｏｄｅＢ３０
２は、ＵＥ電力クラス、ＰＡ容量３４４、および上りリンク多元接続方式に基づきＵＥ３
０４のための最大送信電力を決定できる。
【０１３８】
　ＵＥ３０４が二本の伝送アンテナを有し、各アンテナのＰＡ容量３４４が２３ｄＢｍで
あると想定される場合、各ＵＥ３０４アンテナの送信電力は２０ｄＢに減らされ、２３ｄ
Ｂｍで全送信電力１１０２を維持する。同様に、ＵＥ３０４が四本の伝送アンテナを有し
、各アンテナのＰＡ容量３４４が２３ｄＢｍである場合、各ＵＥ３０４アンテナの送信電
力は１７ｄＢに減らされ、２３ｄＢｍで全送信電力１１０２を維持する。図１０のように
、上りリンク多元接続方式としてＳＣ－ＦＤＭＡ１１０８を用いるＵＥ３０４は、割り当
てたＲＢを減らす１１１０ことにより、ｅＮｏｄｅＢ３０２から離して最大作動距離（経
路損失）８２０を増加できる。それにより、送信電力が下がる。一般に、ＵＥ３０４とｅ
ＮｏｄｅＢ３０２との間の距離が増加すると、ＵＥ３０４の送信電力は増加する１１１２
。
【０１３９】
　表７は、ｍｉｎ（ＰＭＡＸ，ＰＰＡＣａｐ－ΔＵＬＭＡ）の一例を示す。表７のＭｉｎ
（…）は、ｍｉｎ（ＰＭＡＸ，ＰＰＡＣａｐ－ΔＵＬＭＡ）を表す。ＵＥ電力クラスは２
３ｄＢｍであると想定する。従って、ＰＭＡＸは、二本の伝送アンテナには２０ｄＢにな
り、四本の伝送アンテナには１７ｄＢになる。ＯＦＤＭＡが使用される代わりの上りリン
ク多元接続方式１１０６も想定される。しかしながら、クラスタ化ＳＣ－ＦＤＭＡおよび
ＮｘＳＣ－ＦＤＭＡといった他の代わりの上りリンク多元接続方式１１０６は、同様の結
果と共に用いられうる。なぜならＯＦＤＭＡは使用される代わりの上りリンク多元接続方
式１１０６であるので、表７においてΔＵＬＭＡは２．４ｄＢｍに等しい。
【０１４０】
【表１２】

【０１４１】
　ＰＭＡＸ８０２が２０ｄＢに等しく、ＰＰＡＣａｐ３３４が２３ｄＢｍに等しい場合、
上りリンク多元接続方式に関わらず、最大送信電力は２０ｄＢのままであることが可能で
ある。一方で、ＰＰＡＣａｐ３３４が２０ｄＢｍに等しい場合、最大送信電力は上りリン
ク多元接続方式に依存しうる。表では、最大送信電力は、ＳＣ－ＦＤＭＡ１１０８では２
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０ｄＢｍ、ＯＦＤＭＡでは１７．６ｄＢｍである。
【０１４２】
　もう一つの例として、ＰＭＡＸ８０２が１７ｄＢに等しく、ＰＰＡＣａｐ３３４が２３
ｄＢｍに等しい場合、上りリンク多元接続方式に関わらず、最大送信電力は１７ｄＢのま
まであることが可能である。しかしながら、ＰＰＡＣａｐ３３４が１７ｄＢｍに等しい場
合、最大送信電力は上りリンク多元接続方式に依存する。表では、最大送信電力は、ＳＣ
－ＦＤＭＡ１１０８では１７ｄＢｍ、ＯＦＤＭＡでは１４．６ｄＢｍである。
【０１４３】
　図１２Ａは、ＲＢ割り当てのいくつかの例を示す。図１２Ａ（ａ）および図１２Ａ（ｂ
）は、ＤＣＩ３１０のフォーマット１’３１２ｃおよびフォーマット２’３１２ｄからの
ＲＢ割り当ての例である。フォーマット１’３１２ｃおよびフォーマット２’３１２ｄは
、図１２Ａ（ａ）および図１２Ａ（ｂ）で示されるように特定のビットマップ１２０４、
１２０６によりＲＢ割り当てを示すことができる。フォーマット１’３１２ｃおよびフォ
ーマット２’３１２ｄは、ＲＢ割り当ての部分として多数の隣接したＲＢを示すことがで
きるので、フォーマット１’３１２ｃおよびフォーマット２’３１２ｄは、連続したＲＢ
割り当ておよび不連続のＲＢ割り当ての両方を示すことができる。
【０１４４】
　図１２Ａ（ｃ）は、連続したＲＢ割り当ての例であり、例えばＤＣＩ３１０のフォーマ
ット１Ａ’３１２ａおよびフォーマット１Ｂ’３１２ｂにおけるものである。フォーマッ
ト１Ａ’３１２ａおよびフォーマット１Ｂ’３１２ｂにおいて、ＲＢ割り当ては、図１２
Ａ（ｃ）に示されるように、始点１２０８および割り当てられたＲＢの数との組み合わせ
によって示されうる。よって、フォーマット１Ａ’３１２ａおよびフォーマット１Ｂ’３
１２ｂは、連続したＲＢ割り当てのみを示すことができる。
【０１４５】
　図１２Ｂは、様々なチャンク数を有するＲＢ割り当てのいくつかの例を示す。チャンク
は図６Ｂとの関連で上に記載された。図１２Ｂ（ａ）は、ＲＢ割り当てがチャンクを一つ
のみ有する場合を示す。ここに、ＲＢ割り当ては、始点１２０８ＡａおよびＲＢの数とに
よって示されうる。図１２Ｂ（ｂ）は、ＲＢ割り当てが二つのチャンクを有する場合を示
す。ＲＢ割り当ては、始点１２０８ＡｂおよびＲＢの数とによって示されうる。あるいは
、ＲＢ割り当ては、ビットマップによって示されてもよい。
【０１４６】
　図１２Ｂ（ｃ）は、ＲＢ割り当てが三つのチャンクを有する場合を示す。ＲＢ割り当て
は、始点１２０８ＡｃおよびＲＢの数とにより、または、各ＲＢのためのビットマップに
より、再び示されうる。図１２Ｂ（ｄ）は、ＲＢ割り当てが四つのチャンクを有する場合
を示す。ＲＢ割り当ては、始点１２０８ＡｄおよびＲＢの数とにより、または、各ＲＢの
ためのビットマップにより、示されうる。
【０１４７】
　図１３は、記載されたシステムおよび方法の一構成に従った無線装置１３０４のブロッ
ク図である。無線装置はＵＥであればよく、モバイル局、加入者局、アクセス端末、リモ
ート局、等と表されてもよい。無線装置は基地局であってもよく、ｅＮｏｄｅＢ、基地局
コントローラ、基地局トランシーバー等と表されてもよい。無線装置１３０４は、送信機
１３１０および受信機１３１２を含むトランシーバー１３２０を含むことができる。トラ
ンシーバー１３２０は、一以上のアンテナ１３１８を繋ぐことができる。無線装置１３０
４は更に、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）１３１４、汎用プロセッサ１３１６、
メモリ１３０８、および、通信インターフェース１３２４を含むことができる。無線装置
１３０４の様々な構成要素は、ハウジング１３２２内に含まれうる。
【０１４８】
　プロセッサ１３１６は、無線装置１３０４の演算を制御できる。プロセッサ１３１６は
また、ＣＰＵと呼ばれてもよい。リードオンリメモリ（ＲＯＭ）およびランダムアクセス
メモリ（ＲＡＭ）の両者を含むことができるメモリ１３０８は、プロセッサ１３１６へ命
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令１３３６およびデータ１３３４を提供する。メモリ１３０８の一部はまた、不揮発性ラ
ンダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）を含んでもよい。メモリ１３０８は、電子情報を保
存可能などんな電子構成要素を含んでもよく、ＲＯＭ、ＲＡＭ、磁気ディスク記憶媒体、
光学記憶媒体、フラッシュメモリ、プロセッサ１３１６に含まれるオンボードメモリ、Ｅ
ＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディス
ク、ＣＤ－ＲＯＭ等として具現化可能である。
【０１４９】
　メモリ１３０８は、プログラム命令１３３６および他のタイプのデータ１３３４を保存
できる。プログラム命令１３３６は、プロセッサ１３１６により実行でき、ここに記載し
た方法のいくつかまたは全てを実行する。プロセッサ１３１６はまた、メモリ１３０８に
保存されたデータ１３３４を使え、ここに記載した方法のいくつかまたは全てを実行する
。結果的に、命令１３３６およびデータ１３３４は、ロードされうる、および／または、
さもなければプロセッサ１３１６により使われうる。
【０１５０】
　開示したシステムおよび方法に従って、アンテナ１３１８は、ｅＮｏｄｅＢ１０２等の
近くの信号装置から伝送される下りリンク信号、または、ＵＥ１０４等の近くの信号装置
から伝送される上りリンク信号を受信できる。アンテナ１３１８は、これら受信した信号
を、信号をフィルターにかけそして増幅するトランシーバー１３２０へ提供する。信号は
、復調、デコード、更なるフィルタリング等のために、トランシーバー１３２０からＤＳ
Ｐ１３１４および汎用プロセッサ１３１６へ提供される。
【０１５１】
　無線装置１３０４の様々な構成要素は、バスシステム１３２６によって共に繋がれる。
上記バスシステム１３２６は、データバスに加え、電力バス、制御信号バス、および、ス
テータス信号バスを含むことができる。しかしながら、明快さのために、様々なバスはバ
スシステム１３２６として図１３に記載される。
【０１５２】
　当業者は、上の載記および図の指示に従って基地局の異なった構造を完成できる。
【０１５３】
　例えば、本発明に従って無線通信システムにおける上りリンク電源制御のために構成さ
れるユーザ装置（ＵＥ）は、ＵＥ電力クラスを決定する第１決定ユニット（例えば、プロ
セッサ１３１６）、上りリンク多元接続方式を決定する第２決定ユニット（プロセッサ１
３１６）、および、決定した上りリンク多元接続およびＵＥ電力クラスに従ってＵＥのた
めの最大送信電力を決定する第３決定ユニット（プロセッサ１３１６）を備えることがで
きる。
【０１５４】
　例えば、本発明に従って無線通信システムにおける上りリンク電源制御のために構成さ
れる基地局は、ユーザ装置（ＵＥ）の位置を決定する第１決定ユニット（例えば、プロセ
ッサ１３１６）、ＵＥ電力クラスを決定する第２決定ユニット（プロセッサ１３１６）、
ＵＥにより使用される上りリンク多元接続方式を決定する第３決定ユニット（プロセッサ
１３１６）、下りリンク制御情報（ＤＣＩ）のためのフォーマットを選択する選択ユニッ
ト（プロセッサ１３１６）、および、ＵＥにＤＣＩを伝送する伝送ユニット（送信機１３
１０）、を備えることができる。上記ＤＣＩのフォーマットは、上りリンク多元接続方式
およびＵＥ電力クラスに対応している。
【０１５５】
　上の記載において、参照番号は時には様々な用語に関連して使われている。用語が参照
番号に関連して使われる場合、これは、一以上の図に示される特定の要素を表すことを意
味している。用語が参照番号なしに使われる場合、これは、いかなる特定の図に限定され
ない用語として一般的に表すことを意図している。例えば、「基地局１０２」との参照は
、図１で示される特定の基地局を表す。しかしながら、参照番号なしで「基地局」と使用
される場合は、その用語が使われる状況にふさわしく、図に示されるいかなる特定の基地
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局にも限定されないあらゆる基地局を表す。
【０１５６】
　本明細書では、「決定する」という語は、広く様々な動作を包含している。したがって
、「決定する」という語は、計算する、演算する、処理する、導出する、調査する、検索
する（例えば、表、データベース、その他のデータ構造を検索する）、確認する等の動作
を包含し得る。同様に、「決定する」という語は、受信する（例えば、情報を受信する）
、アクセスする（例えば、メモリ内のデータにアクセスする）等の動作を包含し得る。同
様に、「決定する」という語は、解決する、選び出す、選択する、規定する等の動作を包
含し得る。
【０１５７】
　「～に基づいて」という語は、特に明記されていない限り、「～のみに基づいて」とい
うことを意味している訳ではない。換言すれば、「～に基づいて」という語は、「～のみ
に基づいて」および「少なくとも～に基づいて」の両方を表している。
【０１５８】
　「プロセッサ」という語は、汎用プロセッサ、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロプロ
セッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、コントローラ、マイクロコントローラ
、状態マシン等を包含するように広く解釈されるべきである。状況によっては、「プロセ
ッサ」が、ＡＳＩＣ（application specific integrated circuit）、プログラム可能論
理回路（ＰＬＤ）、ＦＰＧＡ（field programmable gate array）等を指すこともある。
「プロセッサ」という語は、複数の処理デバイス（例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ
との組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと接続されている１つ以上のマ
イクロプロセッサ、その他の構成）を組み合わせたものを指してもよい。
【０１５９】
　「メモリ」という語は、電子情報を記憶することが可能な任意の電子部品を包含するよ
うに広く解釈すべきである。「メモリ」という語は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）、プ
ログラマブルリードオンリメモリ（ＰＲＯＭ）、イレーサブルプログラマブルリードオン
リメモリ（ＥＰＲＯＭ）、エレクトリカリーイレーサブルＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、フ
ラッシュメモリ、磁気データ記憶装置、光学データ記憶装置、レジスタ等といった、プロ
セッサが読み込み可能な各種媒体のことを指してもよい。プロセッサがメモリからの情報
の読み取りとメモリへの情報の書き込みとの少なくともいずれかを実行できる場合、メモ
リはプロセッサと電気的に通信しているということができる。メモリはプロセッサに統合
されていてもよく、この場合もプロセッサと電気的に通信可能であると言える。
【０１６０】
　「命令」および「コード」という語は、コンピュータ読み取り可能な任意の種類のステ
ートメントを含むように広く解釈すべきである。例えば、「命令」および「コード」とい
う語は、１つ以上のプログラム、ルーチン、サブルーチン、関数、手続等を指してもよい
。「命令」および「コード」という語は、単一のコンピュータ読み取り可能なステートメ
ントまたは多数のコンピュータ読み取り可能なステートメント群であってもよい。「命令
」および「コード」という語は、本明細書で取り替えて用いられてもよい。
【０１６１】
　本明細書で記載されている機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、ま
たはこれらの組み合わせで実装されていてもよい。ソフトウェアで実装されている場合、
機能は、コンピュータ読み取り可能な媒体に１つ以上の命令群として記憶されていてもよ
い。「コンピュータ読み取り可能な媒体」という語は、コンピュータによりアクセス可能
な任意の利用可能な媒体を指している。例えば、これに限るわけではないが、「コンピュ
ータ読み取り可能な媒体」は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭあるいはそ
の他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置あるいはその他の磁気ストレージ装
置、または、所望のプログラムコードを命令群またはデータ構造群の形式で保持または格
納するのに使用可能かつコンピュータがアクセス可能な他の任意の媒体であってもよい。
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本明細書で用いられる「ディスク(disk)」および「ディスク(disc)」としては、コンパク
トディスク（ＣＤ）、レーザーディスク、光学ディスク、ＤＶＤ（digital versatile di
sc）、フロッピーディスク、ブルーレイディスク（登録商標）が挙げられる。ここで、「
ディスク(disk)」は、通常、磁気的にデータを再生するものである一方、「ディスク(dis
c)」は、通常、レーザで光学的にデータを再生するものである。
【０１６２】
　ソフトウェアまたは命令群は、伝送媒体を通じて伝送されてもよい。例えば、ウェブサ
イト、サーバ、その他のリモートソースから、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツ
イストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または、赤外線、ラジオおよびマイクロ波
といった無線技術を用いて、ソフトウェアが伝送される場合、同軸ケーブル、光ファイバ
ーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または、赤外線、ラジオおよびマイクロ波といった
無線技術が伝送媒体の定義に含まれる。
【０１６３】
　本明細書で開示した方法は、記載されている方法を実現するための１つ以上のステップ
または動作を含んでいる。上記方法の１つ以上のステップおよび／または動作は、クレー
ムの範囲から逸脱しなければ互いに入れ替え可能である。換言すれば、上記記載されてい
る方法が適切に機能するためにステップまたは動作が特定の順序になっている必要がなけ
れば、特定のステップおよび／または動作の順序および／または使用は、クレームの範囲
から逸脱しない限り変更してもよい。
【０１６４】
　クレームが上に示した形態および構成そのものに限定されないことを理解すべきである
。クレームの範囲を逸脱しなければ、本明細書に記載したシステム、方法および装置の構
成、動作および細部に対して様々な変更、変化および変形例を与えることができる。

【図１】

【図２】

【図３】
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